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COREシリーズが実現する3つのソリューション

こんなことに困っていませんか？

複合ワークの撮影で異種材料ごとのコントラストが低く、
形状が不鮮明になる。1

業界初の撮影手法により、素材に応じた最適なコント
ラストを実現

「デュアルエナジーCT」によるコントラスト向上
CORE XDEF

NEW

検査タクトを優先して、CT撮影時間を短くすると画像ノイズが
増え、しきい値設定による自動解析が不正確になる。2

当社独自のアルゴリズムにより画像ノイズのみを除去
して、検査タクト短縮と画質の両立を実現

「デノイジング技術」による鮮明画像の取得
CORE Xtract

NEW

高解像度で画像再構成すると、演算処理の待ち時間が長く、
検査タクトが低下する。3

独自の画像再構成演算処理システムにて超高速並列
処理を実現し、高解像度画像を素早く取得

「超高速演算技術」による画像再構成の劇的短縮
CORE Boost

COREシリーズはマイクロフォーカスX線CTシステムinspeXio 7000と
inspeXio SMX-225CT FPD HR Plusに対して、
さまざまなニーズに適した機能を追加するためのオプションモジュールです。

※ CORE（コア）：COne-beam REconstructionの略



CORE XDEF
オプションモジュール

CORE XDEFは業界初※のDual Energy CT撮影を可能にするためのオプションモジュールです。
Dual Energy CT撮影は管電圧の異なる2種類のX線でCT撮影する技術であり、コントラストの改善や金属アーチ
ファクトの低減ができます。 ※ 2026年8月時点、当社調べ（産業用X線CTにおいて）

CT撮影は次の次元へ
複合材料解析の効率化をDual Energyで実現

画像処理
断面画像
（低管電圧）

断面画像
（高管電圧）

金属と樹脂の複合材料の観察では金属
アーチファクトにより樹脂部の観察が
困難でした。CORE XDEFでは、金属アーチ
ファクトを低減できるので、樹脂部の
ボイドやクラックなどをより観察しやすく
なります。

アーチファクトで隠れていた形状を観察できるPoint 2

樹脂の形状が
不鮮明

樹脂の形状が
鮮明

金属アーチファクトにより
樹脂部の構造が判別できない

金属アーチファクトが低減され、
樹脂部の形状が鮮明に観察できる

従来のCT撮影ではコントラスト差が
小さく、樹脂同士や複合材料の境界が
わかりにくい場合があります。CORE  
XDEFは材料ごとのコントラストを改善し、
境界を明確にします。

複合材料を素材ごとに解析できるPoint 1

一 CORE XDEF撮影
一 従来のCT撮影

黄色線のラインプロファイル
※ 縦軸は空気のグレースケール値を0、内輪・外輪のグレースケール値を1として規格化

樹脂ベアリング
CORE XDEF適用画像

内輪・外輪と、玉部分の
コントラスト差が拡大

外 輪内 輪

玉部分

※ CORE XDEF（コアエックスデフ）：X-ray Dual Energy Fusionの略



CORE Xtract
オプションモジュール

CORE Xtractはエッジを残しながらノイズ成分を低減するフィルター処理を可能にするための
オプションモジュールです。
フィルター処理による高品質な画像が得られるため、CT撮影時間を短縮することができます。

スピードと品質の両立
高速画像処理フィルターによる画質向上で検査効率を最大化

×（多い）
◎（明瞭）

ノイズ

エッジ

◎（低減される）
×（ぼやける）

ノイズ

エッジ

◎（低減される）
◎（明瞭）

ノイズ

エッジ

CORE Xtractによるフィルター処理は、通常のスムージング処理と異なり、ワークのエッジを残せるのが特徴です。それにより、
細部の構造まで視認性が向上し、検査精度の向上などが期待できます。

オリジナル画像 従来の画像処理フィルター CORE Xtract

高品質な画像で検査精度を向上できるPoint 1

CORE Xtractのフィルター処理により短時間で撮影した画像でも長時間撮影相当の断面画像が取得できるため、タクトタイムを
短縮することができます。

タクトタイムを短縮できるPoint 2

CT撮影

CT撮影

フィルター処理
CORE Xtractあり

2分

CORE Xtractなし

5分

3分短縮

同 等

ノイズが多く、
形状を判別できない

ノイズ除去＆
形状維持

※ CORE Xtract（コアエクストラクト）：X-ray＋Extractの造語



CORE Boost™

オプションモジュール

CTソフトウェアinspeXio64に対して、ブースト再構成、ROI画像再構成の2つの機能を拡張させるためのオプ
ションモジュールです。
※ ROI画像再構成機能の開発にあたり、国立大学法人筑波大学 システム情報系 工藤博幸教授に監修いただきました。

解析スピードを超加速
画像再構成の高速化と機能追加でCT撮影から画像解析までをトータルサポート

当社独自の高速演算技術を用いて、高画素な画像再構成演算処理の高速化を実現しました。画像サイズが2048×2048の
再構成処理に対して、従来比20倍の高速化を実現し、データ収集完了から60秒以内で画像表示できます。

ブースト再構成で高画素の断面画像もすぐに観察できるPoint 1

拡張機能
（ブースト再構成
機能あり）

データ収集
再構成演算

60秒以下
表示

保存

20倍高速化

従来
（ブースト再構成
機能なし）

データ収集
再構成演算

約1200秒

保存 表示

※ 上記撮影条件は、きれいモード、フル走査、2400View、スライス枚数1500枚、画像再構成サイズ2048×2048です。
※ ブースト再構成機能は速度に特化した画像再構成演算処理であるため、画質に影響を与える可能性があります。

業界初の画像再構成演算処理を用いることで、トランケーションして撮影されたデータに対し、画質向上を実現しました。
従来、トランケーション部分から画像全体に対して発生していたシェーディングアーチファクトを低減できるため、画像処理
ソフトウェアでの解析が容易になります。

ROI画像再構成でアーチファクトを抑え、
画像解析をサポート

Point 2

● トランケーションとは
走査中にワークの一部が検出器から幅
方向にはみ出す状況を指します。

X-ray

FOV

Detector

トランケーションした断面画像

● 拡張機能の効果
シェーディングアーチファクトの軽減に
より、グレースケール値がより真値に
近づき均一になります。

グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
値

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0

ROI画像再構成
従来手法
真値

断面画像のラインプロファイル

真値： 2.7

※従来手法とROI画像再構成の
断面画像のラインプロファイルを比較。

● 解析への応用
欠落していた部分の可視化や、アーチ
ファクトの影響を受けずに解析ができる
ようになります。

従来手法

シェーディング
アーチファクト
を低減

ROI画像再構成



CORE シリーズ適用条件

対応機種
OS※

inspeXio™ 7000, inspeXio™ SMX™-225CT FPD HR Plus
Windows11, Windows 10

・ 本ソフトウェアは、上記の対応機種でのみ使用できます。その他の装置では使用できません。
・ ワークの形状および、材質等により、画質改善効果は異なります。導入前に必ず実ワークでの効果を確認してください。
・ 本ソフトウェアで出力したCT画像データは計測精度を保証できません。
・ 本書記載内容は、予告なく変更されることがあります。

注意事項

C
O

RE シ
リ
ー
ズ

※ 制御コンピューターのOSがWindows7の場合は、制御コンピューターを更新することでCOREシリーズを導入できます。
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